
新
書
紹
介

る
方
法
を
見
い
出
す
こ
と
が
、
現
代

都
市
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
方
法

で
あ
り
、
各
交
通
手
段
の
接
点
、
そ

し
て
歩
行
者
環
境
の
改
善
が
、
こ
の

「
連
続
性
」
を
高
め
る
と
し
て
い
る
。

　
「
抵
抗
な
し
に
歩
け
る
距
離
」
は
、

歩
道
に
木
陰
を
つ
く
る
。
歩
き
易
い

舗
装
、
変
化
の
あ
る
風
景
に
よ
っ
て

延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

モ
ー
ル
や
、
モ
ー
ル
へ
の
地
下
鉄
や

駐
車
場
の
接
続
性
を
高
め
る
こ
と
、

ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
い
わ
れ
る

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
入
れ
を
認

め
る
も
の
、
完
全
な
歩
車
分
離
が
難

し
い
地
区
で
の
自
動
車
の
速
度
を

　
〝
人
間
の
速
度
〟
並
に
お
と
す
ボ
ン

ネ
ル
フ
（
歩
車
共
存
）
等
々
へ
発
展

の
可
能
性
か
お
る
。

　
　
「
接
点
の
改
良
」
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
接
近
表
示
シ
ス
テ
ム
、
バ
ス
の

運
行
間
隔
を
一
定
に
す
る
バ
ス
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
相
互
乗
り
入

れ
に
伴
う
共
通
運
賃
制
、
行
き
先
案

内
セ
ン
タ
ー
等
、
ま
た
新
た
な
″
歩

車
分
離
″
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

　
「
自
転
車
」
に
つ
い
て
は
、
車
道
幅

を
つ
め
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
自

転
車
専
用
レ
ー
ン
、
効
率
的
な
駅
前

自
転
車
置
場
な
ど
が
、
実
行
さ
れ
た

も
の
の
反
省
を
踏
ま
え
解
説
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
最
近
バ
ス
停
に
屋
根
が
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
歩
道

上
に
あ
る
こ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
建

設
省
の
通
達
に
よ
り
ど
こ
の
都
市
で

も
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
な

り
、
風
防
ガ
ラ
ス
も
、
ベ
ン
チ
も
お

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
実
際
に
は
、

雨
や
強
い
日
ざ
し
、
風
の
中
で
立
ち

ん
坊
の
疲
労
感
が
「
連
続
性
」
を
さ

ま
た
げ
て
い
る
。
大
阪
市
天
王
寺
町

の
、
バ
ス
停
は
、
こ
の
通
達
に
は
沿
わ

な
い
が
改
良
さ
れ
、
非
常
に
評
判
が

よ
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
こ
う
し

た
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
利
便
性
を

増
す
と
い
う
事
実
と
、
反
面
、
制
度
の

硬
直
化
を
示
し
て
い
る
。
歩
行
者
、

利
用
者
が
「
ど
う
し
て
使
い
に
く
い

の
か
」
と
思
う
点
に
つ
い
て
、
現

在
の
料
金
・
施
設
に
関
す
る
法
律
制

度
、
行
政
の
矛
盾
を
明
解
に
つ
い
て

い
る
。

　
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
改

善
を
求
め
る
一
方
で
、
今
後
の
都
市

構
造
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。
「
職
住
近

接
か
職
住
分
離
か
、
自
動
車
か
公
共

交
通
か
、
歩
行
者
か
自
動
車
利
用
者

か
、
開
発
か
自
然
保
護
か
と
い
っ
た

二
者
択
一
の
対
立
概
念
で
、
私
は
都

市
問
題
を
考
え
た
く
な
い
」
と
述
べ

既
成
市
街
地
に
も
う
少
し
快
適
に
歩

く
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
創
り
、
人

々
が
こ
れ
以
上
郊
外
へ
脱
出
し
な
く

て
す
む
よ
う
に
、
郊
外
へ
出
て
い
っ

た
人
々
を
呼
び
も
ど
し
、
都
心
や
都

市
内
の
市
街
地
ご
と
に
夜
間
人
口
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。
こ
れ
は
一
九
七
四
年
に
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
書
か
れ
た
、

　
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｎ
　
Ｒ
Ｅ
-

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
、
一
［
μ
ｏ
Ｚ
］
（
邦
訳
「
歩
行
者

革
命
」
鹿
島
出
版
会
）
と
、
視
点
を

同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の

ア
メ
リ
カ
の
都
心
部
の
荒
廃
と
于
不

ル
ギ
ー
危
機
に
よ
る
車
社
会
の
反
省

を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
今
日
東
京
や
、
こ
こ
横
浜
で
も
都

心
の
空
洞
化
、
今
後
予
想
さ
れ
る
内

側
へ
の
マ
ン
シ
Ｅ
ソ
ー
ス
フ
ロ
ー
ル
、

ス
ラ
ム
化
に
対
し
非
常
に
タ
イ
ム
リ

ー
な
指
摘
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本

書
で
は
、
日
本
で
の
実
情
に
あ
っ
た

都
心
の
更
新
、
住
宅
建
設
と
歩
行
者

環
境
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
十
分
論

ぜ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る

が
、
前
掲
の
本
を
比
較
参
照
し
な
が

ら
読
む
こ
と
を
勧
め
た
い
。

　
　
〈
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歩
行
者
の
環
境
に
光
を
あ
て
る
報

告
書
や
出
版
物
が
最
近
増
え
て
い

る
。
著
者
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
交
通
工
学
の
専
門
家
で
は
な

い
が
、
都
市
社
会
の
問
題
と
し
て
、

生
活
の
現
場
か
ら
、
こ
の
問
題
を
と

ら
え
て
き
た
先
駆
者
で
あ
る
。
本
書

は
単
な
る
感
傷
的
な
歩
行
者
賛
歌
で

も
、
海
外
事
例
の
紹
介
で
も
な
い
。

徒
歩
と
い
う
交
通
手
段
、
快
適
な
歩

行
者
環
境
が
、
都
市
で
の
現
実
の
生

活
を
す
る
た
め
必
要
不
可
決
な
交
通

の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　
都
市
の
交
通
問
題
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
公
共
輸
送
機
関
の
強
化
や
自

動
車
へ
の
各
種
の
制
限
等
が
実
施
さ

れ
て
も
、
膨
張
す
る
都
市
の
生
命
を

か
ろ
う
じ
て
維
持
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
車
を
街
か
ら
締
め
だ
し
て
も

公
共
交
通
機
関
は
よ
み
が
え
ら
ず
、

ス
プ
ロ
ー
ル
し
て
い
く
人
口
を
追
い

か
け
て
い
く
こ
と
は
徒
労
で
あ
る
と

い
っ
た
現
実
的
な
観
点
か
ら
本
書
は

か
か
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
電
車
、
バ
ス
、
自
動
車
道

路
と
い
っ
た
交
通
手
段
や
シ
ス
テ
ム

は
急
速
に
進
歩
し
、
欧
米
に
比
べ
て

も
遜
色
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

が
、
で
は
何
か
。
…
著
者
は
普
通
の

歩
行
の
十
倍
以
上
の
于
不
ル
ギ
ー
を

消
耗
さ
せ
る
駅
や
歩
道
橋
の
階
段
、

不
便
な
乗
り
換
え
な
ど
の
障
害
が
、

利
用
者
に
自
動
車
を
選
択
さ
せ
て
い

る
か
を
指
適
し
て
い
る
。
徒
歩
、
公

共
交
通
、
道
路
、
空
港
と
そ
れ
ぞ
れ
の

交
通
手
段
を
「
連
続
的
」
に
利
用
で
き
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